
登録品種 登録番号

●プールエース♯２００E
●プールエース♯２００M
●プールエース♯２００RC
●プールエース♯３００
●プールエース♯４００
●プールエースクッション
●ガードプルーフ

・・・・・・・・・・・・・・・・N０３０８１
・・・・・・・・・・・・・・・N０３０８２
・・・・・・・・・・・・N０３０８０

・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３０７６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３０６９

・・・・・・・・・・・N０３０９６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３２４２

登録品種 登録番号

●プールエースクッショントップ
●プールエースクッションプライマー
●プールエース♯５００
●プールエース♯５００クリヤー
●NT金属用プライマーECO
●プールエースプライマーRC
●プールエース金属用プライマーE

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３０７８
・・・・・・・・・・N０３０７７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３１５０
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３１５１
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３２５６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・N０３０８６

・・・・・・・・・・・・N０３０８４

安全遊泳、
強さ・美しさで確かな実力を発揮。

安全遊泳、
強さ・美しさで確かな実力を発揮。

【改訂第4版】

プール＆プールサイド用塗料

カタログ
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性能パワーアップ。
3拍子そろった新しいプール用塗料です。

美観

保護

安全衛生

水をきれいに、泳ぐ人を美しく見せ、清潔感を感じさせます。

プール素材の摩耗、風化（コンクリート製）、
腐食（鋼板・アルミニウム・ステンレス製）を防止し、
耐久力をアップさせます。

JWWAの試験に合格した塗膜は、
清潔・防汚管理も容易で、安全衛生を高めます。

　日本特殊塗料㈱は、90年にわたって、航空機用塗料をはじめ、建築・建材用塗料、塗り床材、防水材など
の分野で経験と実績を培ってきました。その高度な技術力を生かして開発したのが「プールエース」です。
プールエースは各種の試験・実施工を繰り返して完成させたプールおよびプール

サイド専用の塗料で、苛酷な条件にも耐えうる優れた性能を発揮します。
美観・保護・安全衛生、どの面からも一歩進んだ機能を備え、プール用塗料とし

て万全の製品です。
また、施工についてはプール内面に
限らずプールサイドにも各種の施工仕
様をラインアップしています。

美観・保護・安全衛生、求められる機能を充分に備えて。

▲帝国ホテルインペリアルタワープール

プールエース各仕様は、水道用コンクリート水槽内面エポキシ樹脂塗料塗装方法／
JWWA K143：2004　─日本水道協会規格─付属書3（規定）の浸出性および浸出
試験に合格しています。
●試験機関：㈶化学物質評価研究機構
●試験結果報告日：平成14年10月28日

●試験機関：㈱東京環境測定センター
●試験結果報告日：平成19年3月26日

◀建築用塗料で彩られたマンション

▲航空機用塗料が採用された旅客機

プールエース各仕様は、JWWA K135水道
用液状エポキシ樹脂塗料塗装方法6.4.13溶
出試験に合格しています。
●試験機関：㈶化学品検査協会
●試験結果報告日：平成6年3月23日
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▲パールホワイト▲ウィステリアブルー▲アクアマリンブルー▲サファイアブルー

●この標準色は印刷のため、実際の施工の仕上がりとは多少の色違いが生じる場合があります。ご了承ください。

プ ー ル エ ー ス 標 準 色

▲ライン用ブルー
　H77─20L（近似）

プ ー ル エ ー ス ラ イ ン 用 標 準 色

▲ライン用レッド
　H05─40X（近似）

▲ライン用イエロー
　H19─75X（近似）

▲東武動物公園スーパープール
　（写真提供／東武動物公園）
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製品のシリーズ化を完成。多彩なご要望にお応えします。

プールエース＃200RC エポキシ樹脂溶剤形
（2液）

コンクリート・
　モルタルプール用

アルミニウム・
　ステンレスプール用プールエース＃200E エポキシ樹脂溶剤形

（2液）

18㎏セットＡ液 15㎏
Ｂ液　3㎏

60㎡
（2回塗り）

55㎡
（2回塗り）

刷毛・ローラー
スプレー

刷毛・ローラー
スプレー

｝

鋼製プール用プールエース＃200M エポキシ樹脂溶剤形
（2液）

16.5㎏セットＡ液　15㎏
Ｂ液 1.5㎏

120㎡ 刷毛・ローラー
スプレー

｝ライニング用ガードプルーフ※① エポキシ樹脂無溶剤形
（2液）

18㎏セットＡ液 15㎏
Ｂ液　3㎏

ゴムベラ
金ゴテ

｝

15㎏セットＡ液 12㎏
Ｂ液　3㎏

｝

プールエース＃300

プールエース＃300クリヤー
アクリルウレタン樹脂溶剤形

（2液）
120㎡

（18㎏セット）
刷毛・ローラー
スプレー

共通上塗材プールエース＃400 シリコン樹脂溶剤形
（2液）

18㎏
　セット

Ａ液 15㎏
Ｂ液　3㎏

105㎡ 刷毛・ローラー
スプレー

｝ 6㎏
　セット

Ａ液  5㎏
Ｂ液  1㎏｝

16㎏セットＡ液 14㎏
Ｂ液　2㎏｝

■中塗り

■上塗り

■ライニング用

共通上塗材プールエース＃500 フッ素樹脂溶剤形
（2液）

112㎡
（18㎏セット）

110㎡
（16.5㎏セット）

刷毛
ローラー

上塗保護材プールエース＃500クリヤー フッ素樹脂溶剤形
（2液）

刷毛
ローラー

18㎏
　セット

Ａ液 15㎏
Ｂ液　3㎏｝ 6㎏

　セット
Ａ液  5㎏
Ｂ液  1㎏｝

16.5㎏
　セット

Ａ液　15㎏
Ｂ液 1.5㎏｝ 5.5㎏

　セット
Ａ液　 5㎏
Ｂ液 0.5㎏｝

NTカチオンタイトF

プールエースエポキシフィラー

カチオン系SBR
ポリマーセメント 20㎏セット

製品名 成分 内容 荷姿 標準塗り面積 施工方法

カチオン系
下地補修材

NTエポキシパテ エポキシ樹脂無溶剤形
（2液） 下地補修用パテ

下地補修用
エポキシフィラー

下地補修用
エポキシフィラー

水性エポキシ樹脂
（2液）

主　材 15.5㎏
混和剤　4.5㎏

A液 10㎏
B液 10㎏

1.7㎏/㎡
（1㎜厚） 金ゴテ

ヘラ・金ゴテ

金ゴテ

──

｝
34㎏セット｝

Ａ材 20㎏
Ｂ液　5㎏｝

コンクリート・
  モルタルプール用プルーフロンプライマーS ウレタン樹脂溶剤形

（1液）
80㎡
（16㎏）

刷毛・ローラー16㎏、4㎏

18㎏セット主　剤　6㎏
硬化剤 12㎏｝

ライニング工法用補強材ガラスクロス  CAG60 ガラス繊維 90㎡ ──1.04m×100m
ライニング工法用補強材コルバック30H ナイロン、ポリエステル複合繊維 90㎡ ──1.04m×100m
ライニング工法用補強材タフクロス＃21（ガラスクロスEPF21A）

プルーフロンソフトクロス
ガラス繊維 99㎡ ──1.04m×100m

ライニング工法用補強材ポリエステル繊維 45㎡ ──1m×50m

JIS A 6021認証品プルーフロンエコ※②
（ホワイト遮熱も同じ）

1.3㎏/㎡
（1㎜厚）

JIS A 6021認証品プルーフロンバリュー※② 1.4㎏/㎡
（1㎜厚）20㎏セット主　剤　5㎏

硬化剤 15㎏｝

NTエポキシ速乾フィラー
エポキシ樹脂
エマルション
（2液1粉）

1.7㎏/㎡
（1㎜厚）

ローラー
金ゴテ

主　　材　4㎏（ビニールパウチ）
硬 化 剤　4㎏（ビニールパウチ）
パウダー 26㎏（13㎏×2袋）

製品名 成分 内容 荷姿 標準塗り面積 施工方法

製品名 成分 内容 荷姿 標準塗り面積 施工方法

下地処理材

補強材

防水材

6㎏
セット

A液 3㎏
B液 3㎏｝20㎏

セット｝
25㎏セット 2.0㎏/㎡

（1㎜厚）

1.3㎏/㎡
（1㎜厚）

共通上塗材
上塗保護材

建築用塗膜防水材ウレタンゴム系高伸長形（旧１類）
一般用　環境対応型

鉛・クロム・14物質フリー（ノンタールカラーウレタン）

建築用塗膜防水材ウレタンゴム系高伸長形（旧１類）
一般用

（ノンタールカラーウレタン）

金ゴテ
ゴムベラ

金ゴテ
ゴムベラ

JIS A 6021認証品プルーフロンエコNS 1.3㎏/㎡
（1㎜厚）18㎏セット主　剤　6㎏

硬化剤 12㎏｝建築用塗膜防水材ウレタンゴム系高伸長形（旧１類）
立上がり用　環境対応型

鉛・クロム・14物質フリー（ノンタールカラーウレタン）

金ゴテ
ゴムベラ
パテベラ

※①：B液は気温にあわせて一般型、冬型の２種類があります。色はGP-1ニューブルーとGP-2ニューグレーの2色となります。

※②：硬化剤は気温にあわせて夏型、冬型があります。

プールエースプライマーRC

NT金属用プライマーECO

エポキシ樹脂溶剤形
（2液）

コンクリート・
 モルタルプール用
アルミニウム・
 ステンレスプール用プールエース金属用プライマーE エポキシ樹脂溶剤形

（2液）

鋼製プール用エポキシ樹脂溶剤形
（2液）

16.5㎏セットＡ液　15㎏
Ｂ液 1.5㎏ 110㎡

５５㎡
（2回塗り）

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー
スプレー

刷毛・ローラー
スプレー

｝
Ａ液 12㎏
Ｂ液　4㎏｝

16.5㎏セットＡ液　15㎏
Ｂ液 1.5㎏｝

製品名 成分 内容 荷姿 標準塗り面積 施工方法プール内面
および
上縁部

■下塗り

16㎏セット 　 120㎡ ※
（PSパウダー含む）

※「PSパウダー」のほかに「普通ポルトランドセメント」をご使用いただけます。ご使用の際は注意事項を参照してください。
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プールエースクッショントップ アクリルウレタン樹脂溶剤形
（2液）

90㎡
（18㎏セット）

18㎏
　セット

Ａ液 15㎏
Ｂ液　3㎏｝ 6㎏

　セット
Ａ液　5㎏
Ｂ液　1㎏｝

遮熱タイプ  艶あり
クッション用仕上材

プールエースクッショントップ遮熱
（B液はプールエースクッショントップB液）

アクリルウレタン樹脂溶剤形
（2液）

90㎡
（18㎏セット）

30㎡
（2回塗り）

18㎏
　セット

Ａ液 15㎏
Ｂ液　3㎏｝ 6㎏

　セット
Ａ液　5㎏
Ｂ液　1㎏｝

艶あり仕上材

艶消し仕上材

ユータックR

ユータックテクノ遮熱ONE
骨材入りローラー用

ポリウレタン樹脂溶剤形
（2液）

シリカ反応型水性形
（1液）

60㎡
（18㎏セット）

18㎏
　セット

Ａ液 15㎏
Ｂ液　3㎏｝ 6㎏

　セット
Ａ液　5㎏
Ｂ液　1㎏｝

18㎏
　セット

Ａ液 15㎏
Ｂ液　3㎏｝ 6㎏

　セット
Ａ液　5㎏
Ｂ液　1㎏｝半艶仕上材ユータックS ポリウレタン樹脂溶剤形

（2液）
60㎡

（18㎏セット）

16㎏

16㎏

プールエースクッションプライマー ウレタン樹脂溶剤形
（1液）

ウレタン樹脂溶剤形
（1液）

刷毛・ローラー

ユータックECプライマー エポキシ樹脂溶剤形
（2液）

コンクリート・　　　
　　　モルタル下地
クッション仕上用

コンクリート面用
　　　　プライマー
コンクリート・　　　
　　　モルタル下地
ユータックE─30用

106㎡
（16㎏セット） 刷毛・ローラー

106㎡ 刷毛・ローラー

16㎏
　セット

Ａ液 12㎏
Ｂ液　4㎏｝ 4㎏

　セット
Ａ液  3㎏
Ｂ液  1㎏｝

｝クッション材
防水材プールエースクッション※③ ウレタン樹脂無溶剤形

（2液）
1.3㎏/㎡
（1㎜厚）

ゴムベラ
金ゴテ18㎏セットＡ液 12㎏

Ｂ液　6㎏

クッション材ユータックUグラウンドコート※④
ゴムチップ・ウレタン
複合弾性形
（2液）

8.0㎏/㎡
（10㎜厚）

ローラー
熱ローラー
金ゴテ・熱ゴテ

バインダー 18㎏
触　　　媒 16㎏
ゴムチップ 20㎏

18㎏

プールエースEシンナー

プールエースECOシンナー

エポキシ樹脂塗料用シンナー

環境対応型シンナー

プールエースRシンナー ウレタン樹脂塗料用シンナー

プールエース＃400シンナー シリコン樹脂塗料用シンナー

プルーフロンエコシンナー ウレタン樹脂塗料用シンナー

ユータックEシンナー エポキシ樹脂塗料用シンナー

ユータックRシンナー ウレタン樹脂塗料用シンナー

プルーフロンシンナー ウレタン樹脂塗料用シンナー

増粘・ダレ止め材
増粘・ダレ止め材
低温硬化性補助剤※⑤

低温硬化性補助剤※⑥

増粘・ダレ止め材
弾性骨材
骨材
添加骨材
防滑仕上げ用軽量骨材

ダレ止め剤
ケミベストFD SS-5
プールエース＃200E  C液
プルーフロンエコ専用硬化促進剤
ミルコンMS━2
エストップ＃20・＃40・＃60
硅砂5号・6号・7号
PSパウダー
NTマイクロ骨材

微粉シリカ
ポリオレフィン繊維
非金属系硬化促進剤
防水層用硬化促進剤
粘度調整用フィラー
ゴムチップ
硅砂

ポルトランドセメント、特殊マイクロ骨材
シリカアルミナ

160㎡
（2回塗り・

プールエースRシンナー含む）

製品名 成分 内容 荷姿 標準塗り面積 施工方法プールサイド

シンナー類

その他

製品名 成分 内容 荷姿

製品名 成分 内容 荷姿

■中塗り

■上塗り

■下塗り

環境対応型塗り床材
骨材使用　防滑材ユータックE━30ECO エポキシ樹脂無溶剤形

（2液）
1.3㎏/㎡
（1㎜厚）15㎏セットＡ液 12.5㎏

Ｂ液　2.5㎏｝
骨材使用
防滑材ユータックE━30N エポキシ樹脂無溶剤形

（2液）
1.3㎏/㎡
（1㎜厚）15㎏セットＡ液 12.5㎏

Ｂ液　2.5㎏｝

刷毛・ローラー
スプレー

ローラー

刷毛・ローラー
スプレー

刷毛・ローラー
スプレー

刷毛・ローラー
スプレー

金ゴテ
ローラー

金ゴテ
ローラー

艶あり
クッション用仕上材

NT金属用シンナーECO用シンナー

プールエース下塗・中塗用シンナー

プールエース上塗・クッションプライマー・クッショントップ用シンナー

プールエース＃400用シンナー

ユータックE─30N用シンナー

ユータックR用シンナー、ユータックS用シンナー

プルーフロンバリュー用シンナー

プルーフロンエコ用シンナー

※（平）：平塚工場　（九）：九州工場

10㎏
5㎏
0.83㎏
4㎏、1㎏
5㎏
12㎏

30㎏（平）、25㎏（九）※

16㎏（4㎏×4袋、段ボール箱詰め）
1㎏

16ℓ

16ℓ、4ℓ

16ℓ、4ℓ

16ℓ、4ℓ

16ℓ、4ℓ

16ℓ、4ℓ

16ℓ、4ℓ

16ℓ

ユータックFエコプライマー

※⑤：プールエース♯200E  16.5㎏セットに対する添加量は5％です。
※⑥：添加量は、17ページを参照してください。

※③「プールエースクッション（グレー）」のA液には、夏型と冬型があります。「プールエースクッションホワイト」は通年型ですので、冬期などの寒い時期は、「プルー
フロンエコ専用硬化促進剤」を添加してください。

※④印の製品は特注品となります。納期などについては最寄りの営業所までお問い合わせください。

▲スパリゾートハワイアンズ・プールゾーンプール

◀静岡市営プール
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■コンクリート・モルタル製プール

❶コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。

　●表面強度……1.5Ｎ/㎟以上
　●圧縮強度……21N/㎟以上

❷打設後の養生は充分に行なってください。

　●コンクリート……夏期（打設後3週間以上）、

　　　　　　　　　　冬期（打設後4週間以上）

　●モルタル…………夏期（打設後2週間以上）、

　　　　　　　　　　冬期（打設後3週間以上）

　（ケツト科学水分計 HI-500または520-2 コンク

リートレンジの表示値が5％以下）

❸モルタル表面が硬く滑らかになっているところは、

あらかじめサンダーなどで目荒しをしてください。

❹モルタル表面に浮いているセメントや砂は、ワイ

ヤーブラシなどでこすり落としてください。

■コンクリート・モルタル製プール

　（既設、既存塗膜なしの場合）

❶排水は施工する10日以上前に行なってください。

❷藻の除去には、排水7日前に水100㎥に対してト

リクロルイソシアヌル酸4㎏の割合で散布し殺藻

を行ない、排水時に高圧水洗で残った藻を洗い流

してください。また、排水は残留塩素濃度0.4ppm

以下を確認してから行なってください。

❸モルタル表面が硬く滑らかになっているところは、

サンダーなどで目粗しをしてください。また、表

面が荒れた部分はNTカチオンタイトFで金ゴテ

仕上げ補修を行なってください。

❹欠損部が小さい場合はNTエポキシパテで充填し

てください。大きい場合はガードプルーフ樹脂モ

ルタルで補修し、目止めを行なってください。

❺クラック部はUカット、またはVカットを行ない、

中塗まで標準仕様通りの施工を行なってから、

NTエポキシパテを充填し、上塗を施工してくだ

さい。

新設

メンテナンス

「新設」と「メンテナンス」の
場合では、素地調整が異な
ります。それぞれ次のよう
に行なってください。

各プールに最適最良の施工を実現。

素地調整
■アルミニウム製プール

❶2種ケレンを行ない、粗面にしてください（サン

ドペーパー#36）。

❷油脂などの汚れは溶剤で脱脂してください。

■ステンレス製プール

❶1種、または2種ケレンを行ない、粗面にしてく

ださい（サンドペーパー#24）。

❷油脂などの汚れは溶剤で脱脂してください。

■鋼製プール

❶サンドブラスト、またはショットブラストによる

1種ケレンを行なってください（SIS Sa2.5以

上）。また、溶接部分は、とくに入念に行なって

ください。

❷油脂などの汚れは溶剤で脱脂してください。

❸ケレン、清掃終了後に直ちにプライマーを施工し

てください（3時間以内）。

■コンクリート・モルタル製プール

　（既存塗膜ありの場合）

❶排水・藻の除去は上記の既設、既存塗膜なしの項

に準じてください。

❷ケレンにより、既存塗膜を除去してください（金

属ケレンの1種または2種相当）。

❸素地補修は上記の既設、既存塗膜なしの項に準じ

てください。

■アルミニウム・ステンレス・鋼製プール

❶既存塗膜は1種、または2種ケレンにより除去し

てください（鋼製プールは1種ケレン）。

❷溶接部分は、とくに入念に除去してください。

❸鋼製プールの場合はケレン、清掃後に直ちにプラ

イマーを施工してください（3時間以内）。

❹既存塗膜の撤去に剝離剤を使用する場合は、水洗

やケレンにより剝離剤が残らないように完全に除

去してください。また、水洗不要タイプの剝離剤は

除去が難しいため使用しないでください。剝離剤

が残ると密着不良などの不具合の原因になります。

◀郡山カルチャーパーク
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■注水可能日数

■プール用殺菌消毒剤使用に関する注意事項

●プール用殺菌消毒剤には脱色作用があります。原

液・原体や濃度の高い殺菌消毒剤を施工面に落と

さないようにしてください。

●プール用殺菌消毒剤としては、次亜塩素酸カルシ

ウムや次亜塩素酸ナトリウム系の殺菌消毒剤をお

すすめします。

●固形の殺菌消毒剤を直接投入した場合や溶解不充

分な状態で投入した場合は塗装面が白く変色した

り、剥離することがあります。固形の殺菌消毒剤

を使用する場合は事前に溶解させるか、プール用

塩素自動供給機などを使用してください（詳細は

殺菌消毒剤メーカーにお問い合わせください）

●遊泳プールの遊離残留塩素濃度は0.4～1.0ppm

❶工期はあらかじめ余裕のあるスケジュールを立て
てください。

❷降雨などで素地が濡れている場合、あるいは降雨
が予想される場合は施工を避けてください。

❸プライマー施工後の降雨は、プライマー付着性を
著しく阻害しますので、全面ケレン後に再施工が
必要となります。

の範囲で管理を行なってください。遊離残留塩素

濃度が高い状態で使用すると、早期に脱色や白亜

化が生じやすくなります。

■プール清掃に関する注意事項

●排水するときは必ず清掃してください。なお、清

掃する場合は塗膜を傷つけないようにしてくださ

い。また、汚れや油脂類は中性洗剤で除去してく

ださい。

●プール内の水は必ずオーバーフローし、きれいな

水を保ってください。

●プール内の水をろ過装置に通さないと塗膜に汚れ

が付着し、後に藻類が発生する恐れがあります。

■コースロープの取り付け、取り外しに関する注意

事項

●コースロープなどの取り付け、取り外しの際に塗

膜を傷つけないように注意してください。

❹中塗りを施工中、施工後に降雨により白化が起こ
った場合は、表面をペーパーで目粗し後、上塗り
を施工してください。

❺炎天下の施工は、塗膜のフクレが生じる恐れがあ
ります。日中の作業は避け、朝夕に施工してくだ
さい。

プールの
保守・管理

プールエース

施工上の
注意事項

10℃

20℃

30℃

施工完了後10日以上

施工完了後7日以上

施工完了後5日以上

◀東武動物公園スーパープール
　（写真提供／東武動物公園）

▲荻野運動公園屋外プール

▲綾瀬市立北の台小学校



プールエース 標準施工仕様

素地調整

下塗り

中塗り❶

中塗り❷

上塗り

ライン用
（1～2回）

不陸調整
（必要に応じて）

●下塗りは必ず刷毛・ローラーで施工してください。
●下塗り塗料とPSパウダーの調合は、1セット（A液とB液を混合したもの16㎏）の半量（8㎏）と、PSパウダー１6㎏をオートマゼールなどで予備混合し、ダマがなくな
り次第、残りの半量（8㎏）を投入して、充分に混合・攪拌してください。また、施工の際はPSパウダーの沈降がありますので、混合しながら作業を進めてください。

■注意事項

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

●プールエースプライマーRC　A液
●　　　〃　　　　　〃　　　　B液
●PSパウダー
●プールエースEシンナー

0.2～0.3㎏/㎡
（PSパウダーを含む）

……………12㎏
…………… 4㎏

………………………………………16㎏
……………………0～2㎏

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上

●コンクリート打設後のジャンカ、段違い部および凸部は、サンダーな
どでケレンし、除去してください。
●油脂分や離型材などはシンナーなどで除去してください。
●砂や粉塵などは清掃し、除去してください。
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▲江戸川区スポーツランド

▲学習院大学　中・高等科屋内プール

▲寝屋川市民プール



●下塗りは必ず刷毛・ローラーで施工してください。
●下塗り塗料とPSパウダーの調合は、1セット（A液とB液を混合したもの16㎏）の半量（8㎏）と、PSパウダー１6㎏をオートマゼールなどで予備混合し、ダマがなくな
り次第、残りの半量（8㎏）を投入して、充分に混合・攪拌してください。また、施工の際はPSパウダーの沈降がありますので、混合しながら作業を進めてください。
●立上り部の施工では、ガードプルーフ（15㎏セット）にダレ止め材としてケミベストFDSS-5を0～4％（重量比）添加してください。
●ガードプルーフを施工後、施工間隔が開いたり、降雨や夜露に曝された場合は塗膜表面に艶引け、白化、ベタつきが生じる場合があります。その場合、サンドペーパー
で表面の不具合を取り除いた後、次の工程へ進んでください。

素地調整

下塗り

上塗り

ライン用
（1～2回）

不陸調整
（必要に応じて）

ベース塗り

クロス貼り

目止め

ベース塗り

中塗り

■注意事項

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

●プールエースプライマーRC　A液
●　　　〃　　　　　〃　　　　B液
●PSパウダー
●プールエースEシンナー

0.2～0.3㎏/㎡
（PSパウダーを含む）

……………12㎏
…………… 4㎏

………………………………………16㎏
……………………0～2㎏

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上

●コンクリート打設後のジャンカ、段違い部および凸部は、サンダーな
どでケレンし、除去してください。
●油脂分や離型材などはシンナーなどで除去してください。
●砂や粉塵などは清掃し、除去してください。

●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………… 12㎏
………………………………3㎏

●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………… 12㎏
………………………………3㎏

●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………… 12㎏
………………………………3㎏
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▲湯本屋内温水プール



中塗り

素地調整

下塗り

上塗り

ベース塗り

目止め

サーフェイスマット
貼り

ライン用
（1～2回）

不陸調整
（必要に応じて）

●下塗りは必ず刷毛・ローラーで施工してください。
●下塗り塗料とPSパウダーの調合は、1セット（A液とB液を混合したもの16㎏）の半量（8㎏）と、PSパウダー１6㎏をオートマゼールなどで予備混合し、ダマがなくな
り次第、残りの半量（8㎏）を投入して、充分に混合・攪拌してください。また、施工の際はPSパウダーの沈降がありますので、混合しながら作業を進めてください。
●立上り部の施工では、ガードプルーフ（15㎏セット）にダレ止め材としてケミベストFDSS-5を0～4％（重量比）添加してください。
●ガードプルーフを施工後、施工間隔が開いたり、降雨や夜露に曝された場合は塗膜表面に艶引け、白化、ベタつきが生じる場合があります。その場合、サンドペーパー
で表面の不具合を取り除いた後、次の工程へ進んでください。

■注意事項

素地調整

下塗り

　 中塗り❶※⑦

　 中塗り❷※⑦

上塗り

ライン用
（1～2回）

●アルミニウム・ステンレスの溶接部は、プールエース金属用プライマーEで刷毛塗り（0.1㎏/㎡）したあと、全面にプールエース金属用プライマーEを施工してください。
●※⑦ ： 低温時（5～10℃）に施工する場合は、プールエース♯200E  C液を使用してください。プールエース♯200E 16.5㎏セットにC液を5％（0.83㎏）添加してください。

■注意事項

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

6時間以内
（23℃）

6時間以内
（23℃）

●プールエースプライマーRC　A液
●　　　〃　　　　　〃　　　　B液
●PSパウダー
●プールエースEシンナー

0.2～0.3㎏/㎡
（PSパウダーを含む）

……………12㎏
…………… 4㎏

………………………………………16㎏
……………………0～2㎏

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上

●コンクリート打設後のジャンカ、段違い部および凸部は、サンダーな
どでケレンし、除去してください。
●油脂分や離型材などはシンナーなどで除去してください。
●砂や粉塵などは清掃し、除去してください。

●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………… 12㎏
………………………………3㎏

●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………… 12㎏
………………………………3㎏

●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………… 12㎏
………………………………3㎏

●全面1種ケレン、または2種ケレンを行なってください。
●手や足などで素地に直接さわらないでください。

●結露していないことを確認して次工程へ進めてください。
●油脂類などの汚れは溶剤で脱脂してください。
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◀長居公園プール



素地調整

下塗り
（1回目）

下塗り
（2回目）

中塗り

上塗り

ライン用
（1～2回）

上塗り

ライン用
（1～2回）

保護クリヤー

上塗り

トップコート

ライン用
（1～2回）

■上塗り施工仕様
上塗りの標準施工は、プールエース♯300（アクリルウレタン樹脂塗料）ですが、このほかに♯400（シリコン樹脂塗料）を品揃えしております。なお、屋内温水プール
につきましては、とくに消毒薬による脱色対策として、標準施工仕様の上にさらにプールエース♯300クリヤー、♯500（フッ素樹脂塗料）の施工をおすすめします。

鋼製プールにも、「クロス入りライニング工法」「サーフェイス入りライニング工法」があります。
詳細は最寄りの弊社営業部署までお問い合わせください。（ ）

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

歩行可能：12時間以上
注水までの養生期間：7日間以上

（23℃）

0.2～0.25㎏/㎡

●NT金属用プライマーECO　A液
●　　　〃　　　　〃　　　　B液
●プールエースECOシンナー

………………15㎏
………………1.5㎏

……………… 0～0.8㎏

●NT金属用プライマーECO　A液
●　　　〃　　　　〃　　　　B液
●プールエースECOシンナー

………………15㎏
………………1.5㎏

……………… 0～0.8㎏
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◀於大公園プール

▲静岡県清見潟公園横砂プール



なし

ガラスクロスライニング＋エポキシ樹脂ライニング

なし

ガラスクロスライニング＋エポキシ樹脂ライニング

プールエース
プライマーRC

プールエース
エポキシフィラー

1種または
2種ケレン

特記 表面研摩

RA種
〈PEU〉-1

〈GEU〉-1

新設

改修

コンクリート・
モルタル

アルミニウム・
ステンレス

鋼板

─

─

プールの素材 種別 文部科学省の
仕様No.

下地調整の
種別 下地処理材 補修

塗り 下塗 ライニング

下地調整 工程 面の処理

■下地の種類と仕様・工法について

※コンクリート面、モルタル面、鉄鋼面、アルミニウム面、ステンレス面の下地調整の種別および工程

特記 表面目粗し

RA種
〈PEU〉-1

〈GEU〉-1

新設

改修

なし

ガラスクロスライニング＋エポキシ樹脂ライニング

なし

ガラスクロスライニング＋エポキシ樹脂ライニング

プールエース
金属用プライマーE表面目粗し

─

─

特記

RA種
〈PEU〉-3

〈GEU〉-3

新設

改修

ガードプルーフ

ガラスクロスライニング＋エポキシ樹脂ライニング

ガードプルーフ

ガラスクロスライニング＋エポキシ樹脂ライニング

NT金属用
プライマーECO
（2回塗り）

3時間以内に
プライマー施工

─

─

RA種 既存塗膜の除去、汚れ、付着物の除去 ディスクサンダー、スクレーパーなどにより、塗膜および錆などを全面除去してください。

プールエース 文部科学省プール仕様

下地調整

■ウレタン樹脂系仕上げ（2液） プール用塗料施工仕様［プールエース#300  コンクリート・モルタル製プール改修工事  標準施工仕様］

下地処理材

下塗り

●金ゴテ 1時間以内
（23℃）

3日以上
（23℃）

2.0㎏/㎡で1㎜厚
●プールエースエポキシフィラー　A材
●　　　〃　　　　　 　〃　　　　B液
●水

………20㎏
…………5㎏

………………………………………… 0～0.5㎏

●刷毛
●ローラー

12時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

 0.2～0.3㎏/㎡
（PSパウダーを含む）

●プールエースプライマーRC　A液
●　　　〃　　　　 　〃　　　　B液
●PSパウダー
●プールエースEシンナー

……………12㎏
…………… 4㎏

……………………………………16㎏
……………………0～2㎏

中塗り 6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#200RC  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　  　   〃　　B液
●プールエースＥシンナー

………15㎏
………3㎏

……………………2～4㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（1回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（2回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

ライン用
 （1～2回）

（必要に応じ）

6時間以内
（23℃） 0.2～0.25㎏/㎡

●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔

●排水は施工する10日以上前に行なってください。
●藻類の除去は殺藻（排水7日前に水100㎥にトリクロルイソシアヌル酸
4㎏の割合で散布）後、排水時に高圧水洗で完全に除去してください。ま
た、排水は残留塩素濃度0.4ppm以下を確認してから行なってください。
●仕上げ塗装などの下地となる面の凹凸および段差部分などは、サンダ
ーがけまたはエポキシ樹脂系ポリマーセメントモルタルおよびエポキ
シ樹脂モルタルの充填などにより、平滑に補修してください。
●表面に錆が認められる場合は浮き部分をはつり取り、錆の発生してい
る鉄筋の表面を露出させ、錆をケレンし防錆塗料を塗布した後、エポキ
シ樹脂モルタルなどで補修してください。
●ディスクサンダー、スクレーパーなどにより、塗膜および錆などを全面
除去してください（RA種）。

●コンクリート打設後のジャンカ、段違い部および凸部はサンダーなどで
ケレンし、除去してください。
●モルタル表面が硬く、滑らかになっているところは、あらかじめサンダ
ーなどで目粗しを行なってください。

●モルタル表面に浮いているセメントや砂は、ワイヤーブラシなどで擦り
落としてください｡

●油脂分や離型材などはシンナーなどで除去してください。
●砂やゴミ、ホコリなどは真空掃除機などで清掃し、完全に除去してくだ
さい。
●未塗装のコンクリート面、モルタル面は高圧水洗機で水洗いし、充分に
乾燥させてください｡

歩行可能：12時間以上
養生期間：7日間以上  

（23℃）

PEU-1（エポキシ樹脂系＋ウレタン樹脂系  塗料塗り替え）プールエース#300 PEU-1 RA-RC工法
平成28年度
文部科学省

建築改修工事標準仕様書
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上塗りの標準施工は、プールエース♯300（アクリルウレタン樹脂塗料）ですが、このほかに♯400（シリコン樹脂塗料）を品揃えしております。なお、屋内温水プ
ールにつきましては、とくに消毒薬による脱色対策として、標準施工仕様の上にさらにプールエース♯300クリヤー、♯500（フッ素樹脂塗料）の施工をおすす
めします。詳細は●ページの「上塗り施工仕様」をご参照ください。

記載なし

記載なし

エポキシ樹脂系＋ウレタン樹脂系　塗料塗り替え

ガラスクロスライニング工法　ウレタン樹脂系仕上げ

プールエース#300　PEU-1　RA-RC工法

プールエース#300　GEU-1　RA-RC工法

プールエース#300　PEU-1　RA-RC工法

プールエース#300　GEU-1　RA-RC工法

プールエース
#300
（2回塗り）

プールエース
#200RC

中塗 上塗 塗り工程の種別 当社の工法No.

下地調整

■ウレタン樹脂系仕上げ（2液） プール用塗料施工仕様［プールエース#300  コンクリート・モルタル製プール改修工事  標準施工仕様］

下地処理材

下塗り

●金ゴテ 1時間以内
（23℃）

3日以上
（23℃）

2.0㎏/㎡で1㎜厚
●プールエースエポキシフィラー　A材
●　　　〃　　　　　 　〃　　　　B液
●水

………20㎏
…………5㎏

………………………………………… 0～0.5㎏

●刷毛
●ローラー

12時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

 0.2～0.3㎏/㎡
（PSパウダー含む）

●プールエースプライマーRC　A液
●　　　〃　　　　 　〃　　　　B液
●PSパウダー
●プールエースEシンナー

……………12㎏
…………… 4㎏

……………………………………16㎏
……………………0～2㎏

中塗り 6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#200RC  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　  　   〃　　B液
●プールエースＥシンナー

………15㎏
………3㎏

……………………2～4㎏

ベース塗り
●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（1回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（2回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

ライン用
 （1～2回）

（必要に応じ）

6時間以内
（23℃） 0.2～0.25㎏/㎡

●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー

40分以内
（23℃）

直ちに0.2㎏/㎡●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………12㎏
……………………………3㎏

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………12㎏
……………………………3㎏

目止め
●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

40分以内
（23℃）

 16時間以上72時間以内
（23℃）

0.5㎏/㎡●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

積層 ●金ゴテ
●ローラー

40分以内
（23℃）

 16時間以上72時間以内
（23℃）0.6㎏/㎡

…………………………12㎏
……………………………3㎏

クロス貼り付け ── ── 直ちに──●ガラスクロス  CAG60

■注意事項

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔

●ガードプルーフは必要に応じ、ダレ止め材としてケミベストFDSS-5を0～4％添加してください。

●排水は施工する10日以上前に行なってください。
●藻類の除去は殺藻（排水7日前に水100㎥にトリクロルイソシアヌル酸
4㎏の割合で散布）後、排水時に高圧水洗で完全に除去してください。ま
た、排水は残留塩素濃度0.4ppm以下を確認してから行なってください。
●仕上げ塗装などの下地となる面の凹凸および段差部分などは、サンダ
ーがけまたはエポキシ樹脂系ポリマーセメントモルタルおよびエポキ
シ樹脂モルタルの充填などにより、平滑に補修してください。
●表面に錆が認められる場合は浮き部分をはつり取り、錆の発生してい
る鉄筋の表面を露出させ、錆をケレンし防錆塗料を塗布した後、エポキ
シ樹脂モルタルなどで補修してください。
●ディスクサンダー、スクレーパーなどにより、塗膜および錆などを全面

除去してください（RA種）。
●コンクリート打設後のジャンカ、段違い部および凸部はサンダーなどで
ケレンし、除去してください。
●モルタル表面が硬く、滑らかになっているところは、あらかじめサンダ
ーなどで目粗しを行なってください。

●モルタル表面に浮いているセメントや砂は、ワイヤーブラシなどで擦り
落としてください｡

●油脂分や離型材などはシンナーなどで除去してください。
●砂やゴミ、ホコリなどは真空掃除機などで清掃し、完全に除去してください。
●未塗装のコンクリート面、モルタル面は高圧水洗機で水洗いし、充分に
乾燥させてください｡

GEU-1（ガラスクロスライニング工法  ウレタン樹脂系仕上げ）プールエース#300 GEU-1 RA-RC工法

歩行可能：12時間以上
養生期間：7日間以上  

（23℃）

記載なし

記載なし

エポキシ樹脂系＋ウレタン樹脂系　塗料塗り替え

ガラスクロスライニング工法　ウレタン樹脂系仕上げ

プールエース#300　PEU-1　RA-E工法

プールエース#300　GEU-1　RA-E工法

プールエース#300　PEU-1　RA-E工法

プールエース#300　GEU-1　RA-E工法

プールエース
#300
（2回塗り）

プールエース
#200E

記載なし

記載なし

エポキシ樹脂系＋ウレタン樹脂系　塗料塗り替え

ガラスクロスライニング工法　ウレタン樹脂系仕上げ

プールエース#300　PEU-3　RA-M工法

プールエース#300　GEU-3　RA-M工法

プールエース#300　PEU-3　RA-M工法

プールエース#300　GEU-3　RA-M工法

プールエース
#300
（2回塗り）

プールエース
#200M

平成28年度
文部科学省

建築改修工事標準仕様書
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上塗りの標準施工は、プールエース♯300（アクリルウレタン樹脂塗料）ですが、このほかに♯400（シリコン樹脂塗料）を品揃えしております。なお、
屋内温水プールにつきましては、とくに消毒薬による脱色対策として、標準施工仕様の上にさらにプールエース♯300クリヤー、♯500（フッ素樹
脂塗料）の施工をおすすめします。詳細は10ページの「上塗り施工仕様」をご参照ください。



下地調整

■ウレタン樹脂系仕上げ（２液） プール用塗料施工仕様［プールエース#300 アルミニウム・ステンレス製プール改修工事 標準施工仕様］

下塗り ●刷毛
●ローラー

8時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース金属用プライマーE　A液
●　　　〃　　　　　 　〃　　　　　B液
●プールエースＥシンナー

………15㎏
……1.5㎏

……………………2～3㎏

　 中塗り※⑧ 6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#200E  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　 　  　    〃　　B液
●プールエースＥシンナー

…………15㎏
…………1.5㎏

……………………2～3㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（1回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（2回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

ライン用
 （1～2回）

（必要に応じ）

6時間以内
（23℃） 0.2～0.25㎏/㎡

●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔
●ディスクサンダー、スクレーパーなどにより、塗膜および錆などを
全面除去してください（RA種）。

　＊アルミニウム製プール…サンドペーパー＃16～＃36
　＊ステンレス製プール……サンドペーパー＃24
●溶接部分はとくに入念に除去してください。

●油脂類の汚れは溶剤で脱脂してください。
●ゴミ、ホコリなどは、真空掃除機で清掃し、完全に除去してください。
●手や足などで素地に直接さわらないでください。
●結露していないことを確認し、次の工程へ進んでください。

歩行可能：12時間以上
養生期間：7日間以上  

（23℃）

PEU-1（エポキシ樹脂系＋ウレタン樹脂系  塗料塗り替え）  プールエース#300 PEU-1 RA-E工法
平成28年度
文部科学省

建築改修工事標準仕様書

●※⑧ ： 低温時（5～10℃）に施工する場合は、プールエース♯200E  C液を使用してください。プールエース♯200E 16.5㎏セットにC液を5％（0.83㎏）添加してください。■注意事項

下地調整

■ウレタン樹脂系仕上げ（2液） プール用塗料施工仕様［プールエース#300  アルミニウム・ステンレス製プール改修工事  標準施工仕様］

下塗り ●刷毛
●ローラー

8時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース金属用プライマーE　A液
●　　　〃　　　　　 　〃　　　　　B液
●プールエースＥシンナー

………15㎏
……1.5㎏

……………………2～3㎏

　 中塗り※⑧ 6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#200E  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　 　  　    〃　　B液
●プールエースＥシンナー

…………15㎏
………1.5㎏

……………………2～3㎏

ベース塗り
●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（1回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（2回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

ライン用
 （1～2回）

（必要に応じ）

6時間以内
（23℃） 0.2～0.25㎏/㎡

●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー

40分以内
（23℃）

直ちに0.2㎏/㎡●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………12㎏
……………………………3㎏

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………12㎏
……………………………3㎏

目止め
●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

40分以内
（23℃）

 16時間以上72時間以内
（23℃）

0.5㎏/㎡●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

積層 ●金ゴテ
●ローラー

40分以内
（23℃）

 16時間以上72時間以内
（23℃）0.6㎏/㎡

…………………………12㎏
……………………………3㎏

クロス貼り付け ── ── 直ちに──●ガラスクロス  CAG60

■注意事項

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔

●ガードプルーフは必要に応じ、ダレ止め材としてケミベストFDSS-5を0～4％添加してください。
●※⑧ ： 低温時（5～10℃）に施工する場合は、プールエース♯200E  C液を使用してください。プールエース♯200E 16.5㎏セットにC液を5％（0.83㎏）添加してください。

●ディスクサンダー、スクレーパーなどにより、塗膜および錆などを
全面除去してください（RA種）。

　＊アルミニウム製プール…サンドペーパー＃16～＃36
　＊ステンレス製プール……サンドペーパー＃24
●溶接部分はとくに入念に除去してください。

●油脂類の汚れは溶剤で脱脂してください。
●ゴミやホコリなどは、真空掃除機にて清掃し、完全に除去してくだ
さい。

●手や足などで素地に直接さわらないでください。
●結露していないことを確認し、次の工程へ進んでください。

歩行可能：12時間以上
養生期間：7日間以上  

（23℃）

GEU-1（ガラスクロスライニング工法  ウレタン樹脂系仕上げ）  プールエース#300  GEU-1  RA-E工法
平成28年度
文部科学省

建築改修工事標準仕様書
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下地調整

■ウレタン樹脂系仕上げ（２液） プール用塗料施工仕様［プールエース#300  鋼製プール改修工事  標準施工仕様］

●刷毛
●ローラー
●スプレー
●刷毛
●ローラー
●スプレー

8時間以内
（23℃）

 6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●NT金属用プライマーECO　A液
●　　　〃　　　　〃　　　　B液
●プールエースECOシンナー

……………15㎏
……………1.5㎏

…………… 0～0.8㎏

●NT金属用プライマーECO　A液
●　　　〃　　　　〃　　　　B液
●プールエースECOシンナー

……………15㎏
……………1.5㎏

…………… 0～0.8㎏

8時間以内
（23℃）

 6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡

中塗り 6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#200M  指定色 Ａ液
●　　　〃　　　　 　  　    〃　　B液
●プールエースＥシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

ベース塗り
●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

●刷毛
●ローラー
●スプレー

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（2回目）

上塗り
（1回目）

下塗り
（2回目）

下塗り
（1回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

ライン用
 （1～2回）

（必要に応じ）

6時間以内
（23℃） 0.2～0.25㎏/㎡

●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー

40分以内
（23℃）

直ちに0.2㎏/㎡●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………12㎏
……………………………3㎏

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………12㎏
……………………………3㎏

目止め
●金ゴテ
●ローラー
●ゴムベラ

40分以内
（23℃）

 16時間以上72時間以内
（23℃）

0.5㎏/㎡●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

積層 ●金ゴテ
●ローラー

40分以内
（23℃）

 16時間以上72時間以内
（23℃）0.6㎏/㎡

…………………………12㎏
……………………………3㎏

クロス貼り付け ── ── 直ちに──●ガラスクロス  CAG60

■注意事項

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔

●ガードプルーフは必要に応じ、ダレ止め材としてケミベストFDSS-5を0～4％添加してください。

●ディスクサンダー、スクレーパーなどにより、塗膜および錆などを
全面除去してください（RA種）。

●溶接部分はとくに入念に除去してください。
●油脂類の汚れは溶剤で脱脂してください。

●ゴミ、ホコリなどは、真空掃除機で清掃し、完全に除去してください。
●手や足などで素地に直接さわらないでください。
●防錆、脱脂、清掃後、3時間以内にプールエースプライマーＭ（下塗
り1回目、2回目）を施工してください｡

歩行可能：12時間以上
養生期間：7日間以上  

（23℃）

下地調整

■ウレタン樹脂系仕上げ（２液） プール用塗料施工仕様［プールエース#300  鋼製プール改修工事  標準施工仕様］

中塗り 6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#200M  指定色 Ａ液
●　　　〃　　　　 　  　    〃　　B液
●プールエースＥシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（1回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

上塗り
（2回目）

6時間以内
（23℃）

6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー
●スプレー

ライン用
 （1～2回）

（必要に応じ）

6時間以内
（23℃） 0.2～0.25㎏/㎡

●プールエース#300  指定色　Ａ液
●　　　〃　　　　　 　    〃　　B液
●プールエースＲシンナー

…………15㎏
……………3㎏

……………………2～5㎏

●刷毛
●ローラー

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔
●ディスクサンダー、スクレーパーなどにより、塗膜および錆などを
全面除去してください（RA種）。

●溶接部分はとくに入念に除去してください。
●油脂類の汚れは溶剤で脱脂してください。

●ゴミ、ホコリなどは、真空掃除機で清掃し、完全に除去してください。
●手や足などで素地に直接さわらないでください。
●防錆、脱脂、清掃後、3時間以内にプールエースプライマーＭ（下塗
り1回目、2回目）を施工してください｡

歩行可能：12時間以上
養生期間：7日間以上  

（23℃）

●刷毛
●ローラー
●スプレー
●刷毛
●ローラー
●スプレー

8時間以内
（23℃）

 6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡
●NT金属用プライマーECO　A液
●　　　〃　　　　〃　　　　B液
●プールエースECOシンナー

……………15㎏
……………1.5㎏

…………… 0～0.8㎏

●NT金属用プライマーECO　A液
●　　　〃　　　　〃　　　　B液
●プールエースECOシンナー

……………15㎏
……………1.5㎏

…………… 0～0.8㎏

8時間以内
（23℃）

 6時間以上72時間以内
（23℃）

0.14～0.16㎏/㎡下塗り
（2回目）

下塗り
（1回目）

●ガードプルーフ　A液
●　　　〃　　　　B液

…………………………12㎏
……………………………3㎏積層 ●金ゴテ

●ローラー
40分以内
（23℃）

 16時間以上72時間以内
（23℃）0.6㎏/㎡

■注意事項 ●ガードプルーフは必要に応じ、ダレ止め材としてケミベストFDSS-5を0～4％添加してください。

GEU-3（ガラスクロスライニング工法  ウレタン樹脂系仕上げ）プールエース#300 GEU-3 RA-M工法
平成28年度
文部科学省

建築改修工事標準仕様書

PEU-3（エポキシ樹脂系＋ウレタン樹脂系  塗料塗り替え）  プールエース#300 PEU-3 RA-M工法
平成28年度
文部科学省

建築改修工事標準仕様書
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●刷毛、ローラー
●リシンガン
●モルタルガン
●HSガン

●プールエースクッショントップ遮熱　A液
●　　　〃　　　　　　　　　〃　　　B液
●プールエースRシンナー
●エストップ各種

………15㎏
……… 3㎏

………………………2～3㎏
…………………………………0.5～2㎏

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上

●モルタル表面に浮いているセメントや砂はワイヤーブラシなどで
落としてください。

●クラック、欠損部はあらかじめモルタルなどで補修してください。
●砂、ゴミ、ホコリなどは真空掃除機で完全に除去してください。

素地調整

クッション層

下塗り
（1回目）

下塗り
（2回目）

上塗り
（1回目）

上塗り
（2回目）

●プールエースクッショントップ遮熱にエストップ#20を混入する場合、混入量は3～5％で、施工方法はローラー・刷毛・吹き付けとなります。
●プールエースクッショントップ遮熱にエストップ#40、#60を混入する場合、混入量は8～11％で、施工方法はリシンガン・モルタルガン・HSガンを用いた吹き付け
となります。 ※エストップ#40、#60を混入し、刷毛、ローラーでの施工は仕上がり不良となるため、ご注意願います。

■注意事項

▲グレー

●この色見本は印刷のため、実際の施工の仕上がりとは多少の色違いが生じる場合があります。ご了承ください。

▲ライトグレー ▲ライトグリーン ▲ライトブルー ▲ホワイト

プ ー ル エ ー ス ク ッ シ ョ ン ト ッ プ 遮 熱 標 準 色

歩行可能：12時間以上
養生期間：48時間以上

（23℃）

4時間以上72時間以内
（23℃）

18時間以上72時間以内
（23℃）

15

プ ー ル サ イ ド の 施 工 に つ い て
プール内面と同様、カラフルに美しく、機能的に強く、安全面を考えた理想の表面仕上げを実現します（塗

り床材「ユータックシリーズ」の経験を生かしたプールサイド仕様です）。また、防水と遮熱を目的とした

プールサイドクッション遮熱床防水工法など、用途に応じた各種仕様を用意しております。

（ ）

プールサイドにも最適な工法をラインアップしています。

▲宮城県立向山高等学校

▲上野運動公園プールサイド

プールサイドの仕上げについては、実際の塗り見本などで事前にご確認ください。また、滑りや転倒などによるケガに
ついては責任を負いかねますので、あらかじめご了承お願いいたします。



●下塗りは必ず刷毛・ローラーで施工してください。
●下塗り塗料とPSパウダーの調合は、1セット（A液とB液を混合したもの16㎏）の半量（8㎏）と、PSパウダー１6㎏をオートマゼールなどで予備混合し、ダマがなくな
り次第、残りの半量（8㎏）を投入して、充分に混合・攪拌してください。また、施工の際はPSパウダーの沈降がありますので、混合しながら作業を進めてください。

■注意事項

●下塗りに「ユータック水性カチオンプライマー」「ユータックECプライマー」も使用できます。
●上塗りに「ユータックシリカ遮熱」も使用できます。

■注意事項

素地調整

■遮熱・ローラー防滑工法標準施工仕様（コンクリート・モルタル面）

下塗り ●刷毛
●ローラー

●刷毛
●ローラー

●刷毛
●ローラー

3時間以内
（23℃）

4時間以上48時間以内
（23℃）

0.15㎏/㎡

上塗り

上塗り

── 2時間以上72時間以内
（23℃）

0.3㎏/㎡

── 0.3㎏/㎡●ユータックテクノ遮熱ONE骨材入りローラー用
●水

………18㎏
………………………………………………………0～2.7㎏

●ユータックテクノ遮熱ONE骨材入りローラー用
●水

………18㎏
………………………………………………………0～2.7㎏

●NT水性速乾プライマー　A液
●　 　〃　　　　〃　 　　 B液

……………………………3㎏
……………………………9㎏

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔

歩行可能：5時間以上  
養生期間：24時間以上

（23℃）

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上

●モルタル表面の浮いているセメントや砂などはワイヤーブラシな
どで落としてください。

●クラック、欠損部はあらかじめモルタルなどで補修してください。
●砂やゴミ、ホコリなどは真空掃除機で完全に除去してください。

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔

●プールエース＃200RC指定色　A液
●　　　〃　　　　　　〃　　　　B液
●プールエースEシンナー

●刷毛
●ローラー
●スプレー

直ちに
6時間以内
（23℃） 0.14～0.16㎏/㎡

■防滑工法標準施工仕様（コンクリート・モルタル面）

………………………15㎏
……………………… 3㎏

……………………………… 2～4㎏

●硅砂6号
●手まき、または
　モルタルガン

6時間以上72時間以内
（23℃）── 0.1～0.3㎏/㎡

●刷毛
●ローラー
●スプレー

6時間以内
（23℃） 0.14～0.16㎏/㎡

歩行可能：12時間以上
養生期間：2日間以上  

（23℃）

●プールエース＃300指定色　A液
●　　　〃　　　　　〃　　　B液
●プールエースRシンナー

……………………………15㎏
…………………………… 3㎏

………………………………2～5㎏

●プールエースプライマーRC　A液
●　　　〃　　　　　〃　　　　B液
●PSパウダー
●プールエースEシンナー

●刷毛
●ローラー

6時間以上72時間以内
（23℃）

12時間以内
（23℃）

0.2～0.3㎏/㎡
（PSパウダーを含む）

………………………12㎏
……………………… 4㎏

…………………………………………………16㎏
…………………………………0～2㎏

素地調整

中塗り

硅砂散布

上塗り

下塗り

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上

●モルタル表面の浮いているセメント、砂などをワイヤーブラシなど
で落としてください。

●クラック、欠損部はあらかじめモルタルなどで補修してください。
●砂、ゴミ、ホコリなどは真空掃除機で完全に除去してください。
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▲千代田区立スポーツセンター

▲福島市森合市民プール

▲高松市民プール



プルーフロンエコ

ガラスクロスCAG60

プールエースクッション※③

18㎏セット

製品名 内容 荷姿

プルーフロンエコシンナー プルーフロンエコ用シンナー

主　剤　6㎏
硬化剤　12㎏

1.04m×100m

プルーフロンプライマーS コンクリート・モルタル用プライマー 16㎏、4㎏

エストップ＃20・＃40・＃60 プールエースクッショントップ用弾性骨材

プールエースクッショントップ用シンナープールエースRシンナー

12㎏

16ℓ、4ℓ

16ℓ

｝

18㎏セットA液　12㎏
B液　6㎏｝

プールエースクッショントップ 耐候性、耐薬品性に優れた上塗材 18㎏セットA液　15㎏
B液　3㎏｝ 6㎏セットA液  5㎏

B液  1㎏｝

プールエースクッショントップ遮熱
（B液はプールエースクッショントップB液） 耐候性、耐薬品性に優れた遮熱上塗材 18㎏セットA液　15㎏

B液　3㎏｝ 6㎏セットA液  5㎏
B液  1㎏｝

プルーフロン用補強材

JIS A 6021相当の防水性を有した中塗クッション床材

現在、学校などのプールの新設、建て替えにおいて、敷地の
有効利用を目的に体育館、武道館などの体育施設や、クラ
ブハウスなどの上部にプールが設置される場合が多くなっ
てきています。建物上部へ設置されるため、プール重量に対
しての建物の構造上、施工上の安全への対策は当然のこと
ながら、プール・プールサイド・観覧席の防水に関しても配
慮が求められています。
これらのケースにおいては普通、床の防水材としては、屋上
防水に用いられるウレタン塗膜防水材が考えられますが、
適度なクッション性、歩行性が要求され、塩素系殺菌剤が
常時使用される苛酷な使用状況にあるプール施設におい
ては、このウレタン塗膜防水材のみの使用では充分とはい
えません。
今回、とくにプールサイドの防水と遮熱を目的に開発しま
した「プールエースプールサイドクッション遮熱床防水工法
」は、当社の実績あるウレタン塗膜防水材「プルーフロン」シ
リーズと、プール用塗料「プールエース」シリーズを組み合わ
せ、優れた防水機能を発揮する画期的な防水工法です。

プールサイドクッション遮熱床防水工法
ウレタン塗膜防水材（JIS A 6021認証品）＋プールエース複合工法

●適度なクッション性、ソフトな歩行感と、防滑性
があります。

●下地の亀裂に追従する防水性、また耐久性にも
優れています。

●ホコリなどが散水で簡単に除去でき、衛生的な
プールサイドを長期間保ちます。

●付着性、耐水性、耐薬品性に優れています。

●上塗りにプールエースクッショントップ遮熱を施
工することで遮熱性能が向上し、熱による不快
感を低減できます。

特長

●屋上プール、レジャープールなど防水と遮熱機能
が要求されるプールサイド、観覧席床などに最適
です。

用途

■使用材料

JIS A 6021（建築用塗膜防水材ウレタンゴム系高伸長形（旧1類））
認証品

※③「プールエースクッション（グレー）」
のA液には、夏型と冬型があります。
「プールエースクッションホワイト」
は通年型ですので、冬期などの寒い時
期は、右の表を参考にして、「プルーフ
ロンエコ専用硬化促進剤」を添加して
ください。

硬化促進剤の添加量
（１８㎏セットに対して）

気温 可使時間 次工程までの時間

●硬化促進剤は最大1%までの添加としてください。

５℃

１０℃

１５℃

０．０６㎏

０．１０㎏

０．０３㎏

０．０６㎏

添加なし

０．０３㎏

５０分

３０分

５０分

４０分

５０分

４０分

２０～７２時間

１６～７２時間

２０～７２時間

１６～７２時間

２０～７２時間

１６～７２時間

硬化促進剤の添加量
（１８㎏セットに対して）

気温 可使時間 次工程までの時間

２０℃

２５℃

３０℃

添加なし

０．０３㎏

添加なし

０．０３㎏

添加なし

０．０３㎏

４０分

３０分

３０分

２５分

２５分

２０分

１６～７２時間

１４～７２時間

１６～７２時間

１４～７２時間

１６～７２時間

１２～７２時間

「プールエースクッションホワイト」と「プルーフロンエコ専用硬化促進剤」の添加量について
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素地調整

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔
■プールサイドクッション遮熱床防水工法施工仕様（コンクリート・モルタル面）

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上
●コンクリートおよびモルタル面は充分に強度を持ち、表面の脆弱

部やレイタンスがないようにしてください。
●モルタル表面に浮いているセメントや砂はワイヤーブラシなどで
落としてください。

●油脂分や離型材などはシンナーなどで除去してください。
●砂、ゴミ、ホコリなどは真空掃除機で完全に除去してください。

防水下塗り ●刷毛
●ローラー ── 0.2㎏/㎡ 3時間以上72時間以内

（23℃）
●プルーフロンプライマー S
  （原液のまま使用してください）

接着用防水材

補強材貼り

●ローラー
●ゴムベラ
●金ゴテ

40分以内
（23℃） 0.3㎏/㎡ 直ちに●プルーフロンエコ　主　剤

●　　〃　　　〃　　硬化剤

…………………………………………16㎏

直ちに

18時間以上72時間以内
（23℃）

●ガラスクロスCAG60を浮き、シワに注意して貼り付けてください。
  （相互の重ねしろは50以上）

歩行用中塗り 1.3㎏/㎡ 18時間以上72時間以内
（23℃）

●プールエースクッションホワイト　A液
●　　　〃　　　　　　　　〃　 　B液

…………………………………………6㎏
…………………………………………12㎏

防水中塗り ●ゴムベラ
●金ゴテ

●ゴムベラ
●金ゴテ

40分以内
（23℃）

40分以内
（23℃）

上塗り1回目 0.2㎏/㎡ 4時間以上72時間以内
（23℃）

●プールエースクッショントップ遮熱　A液
●　　　〃　　　　　　　　　〃　 　B液
●プールエースRシンナー

●ローラー
●刷毛

4時間以内
（23℃）

1.5㎏/㎡●プルーフロンエコ　主　剤
●　　〃　　　〃　　硬化剤

…………………………………………6㎏
…………………………………………12㎏

……………………………12㎏
……………………………6㎏

…………………………15㎏
…………………………3㎏

………………………………………0～3.6㎏

●メンテナンスの場合は、下地の状態により下地処理方法が異なりますので、最寄りの弊社営業部署までお問い合わせください。
●プールエースクッショントップ遮熱にエストップ#20を混入する場合、混入量は3～5％で、施工方法はローラー・刷毛・吹き付けとなります。
●プールエースクッショントップ遮熱にエストップ#40、#60を混入する場合、混入量は8～11％で、施工方法はリシンガン・モルタルガン・HSガンを用いた吹き付けとなります。
（エストップ#40、#60を混入し、刷毛・ローラーでの施工は、仕上がり不良となるため、ご注意願います）

■注意事項

上塗り2回目 4時間以内
（23℃） 0.25㎏/㎡

歩行可能：12時間以上
養生期間：48時間以上

（23℃）

●プールエースクッショントップ遮熱　A液
●　　　〃　　　　　　　　　〃　 　B液
●プールエースRシンナー
●エストップ各種

…………………………15㎏
…………………………3㎏

…………………………………………2～3㎏
…………………………………………………0.5～2㎏

●メンテナンスの場合は、下地の状態により下地処理方法が異なりますので、最寄り
の弊社営業部署までお問い合わせください。
●プールエースクッショントップ遮熱にエストップ#20を混入する場合、混入量は3～
5％で、施工方法はローラー・刷毛・吹き付けとなります。
●プールエースクッショントップ遮熱にエストップ#40、#60を混入する場合、混入量
は8～11％で、施工方法はリシンガン・モルタルガン・HSガンを用いた吹き付け
となります。（エストップ#40、#60を混入し、刷毛・ローラーでの施工は、仕上がり
不良となるため、ご注意願います）

■注意事項

●ユータックUグラウンドコート施工の際はオートマゼール、モルタルミキサー、
熱ローラーが必要となります｡

■注意事項

●ゴムチップ→バインダー（触媒を溶かしたもの）の順に平型モルタルミキサー
で攪拌しながら投入し、ゴムチップ が湿潤するまで充分に攪拌してください｡

●バインダーの量が極端に多いと発泡しやすくなり、また、極端に少なければゴ
ムチップが剥がれやすくなりますのでご注意ください｡

■調合方法

●コテなどで一定の厚みにならした後、熱ローラーなどで転圧してください。■施工方法

素地調整

■プールサイドゴムチップ・ウレタン複合弾性カラー舗装工法標準仕様（コンクリート・モルタル面）

下塗り ●ローラー
●刷毛 ── 3時間以上72時間以内

（23℃）

16時間以上72時間以内
（23℃）

0.15㎏/㎡

タックコート

ゴムモルタル

40分以内
（23℃） 直ちに0.2㎏/㎡●ローラー

●刷毛

40分以内
（23℃） 8.0㎏/㎡

●ユータックUグラウンドコートバインダー
●　　〃　　　　　　〃　　　触媒※⑨
●　　〃　　　　　　〃　　　ゴムチップ黒

…………………………18㎏
…………………………0～2.5㎏
…………………………72㎏

●ユータックUグラウンドコートバインダー
●　　〃　　　　　　〃　　　触媒※⑨

…………………………18㎏
…………………………0～2.5㎏

●ユータックFエコプライマー
  （原液のまま使用してください）

…………………………………………16㎏

●熱ローラー
●熱コテ

18時間以上72時間以内
（23℃）目止め 40分以内

（23℃） 1.5㎏/㎡
●プールエースクッション　A液
●　　　〃　　　　〃　 　　B液
●ミルコンMS-2

……………………………………12㎏
………………………………………6㎏

……………………………………………………1～2㎏

●ゴムベラ
●金ゴテ

18時間以上72時間以内
（23℃）クッション層 40分以内

（23℃） 2.0㎏/㎡●プールエースクッション　A液
●　　　〃　　　　〃　 　　B液

……………………………………12㎏
………………………………………6㎏

●ゴムベラ
●金ゴテ

4時間以上72時間以内
（23℃）上塗り 4時間以内

（23℃） 0.2㎏/㎡
●プールエースクッショントップ遮熱　A液
●　　　〃　　　　　　　　　〃　 　B液
●プールエースRシンナー

………………………15㎏
…………………………3㎏

…………………………………………2～3㎏

●ローラー
●刷毛

工程 材料の調合 施工方法 可使時間 使用量 施工間隔

●コンクリート、モルタルには充分な強度が必要です。
　表面強度は1.5Ｎ/㎟以上、圧縮強度は、21Ｎ/㎡以上
●打設後の養生は、充分に行なってください。
　コンクリート＝夏期で打設後3週間以上、冬期で打設後4週間以上
　モルタル＝夏期で打設後2週間以上、冬期で打設後3週間以上
●コンクリートおよびモルタル面は充分に強度を持ち、表面の脆弱

部やレイタンスがないようにしてください。
●モルタル表面に浮いているセメントや砂はワイヤーブラシなどで
落としてください。

●油脂分や離型材などはシンナーなどで除去してください。
●砂、ゴミ、ホコリなどは真空掃除機で完全に除去してください。

上塗り2回目
（防滑仕上げ）

4時間以内
（23℃）

0.25㎏/㎡
●プールエースクッショントップ遮熱　A液
●　　　〃　　　　　　　　　〃　 　B液
●プールエースRシンナー
●エストップ各種

………………………15㎏
…………………………3㎏

…………………………………………2～3㎏
…………………………………………………0.5～2㎏

●ローラー
●刷毛
●リシンガン
●モルタルガン
●HSガン

●ローラー
●刷毛
●リシンガン
●モルタルガン
●HSガン

歩行可能：12時間以上
養生期間：48時間以上

（23℃）

気温 5℃
※⑨：ユータックUグラウンドコート 触媒の添加量

添加量 2.5㎏

10℃

1.8㎏

15℃

1.1㎏

20℃

0.7㎏

25℃以上

無添加
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■代理店
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●火気のあるところでは、絶対に使用しないでください。
●万一、火災が発生した場合はABC粉末消火器を用いてください。
水は使用しないでください。
●ガードプルーフ、プールエースクッション、ユータックE─30 
ECO、ユータックE─30N、プルーフロンエコ、プルーフロンエ
コNS、プルーフロンバリューは、A・B液（主剤・硬化剤）を混合
し、容器中にそのまま放置しますと急激に発熱し、危険な状態に
なることがありますので、仕様書の手順を守ってください。
●施工中、乾燥中ともに換気を充分に行ない、ミストや蒸気を吸い
込まないようにしてください。
●取り扱い中はできるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて
有機ガス用防毒マスク、手袋および前掛けなどの保護具を着用し
てください。
●取り扱い作業中、容器からこぼれないよう注意してください。こ
ぼれた場合は直ちに布やウエスで拭き取るか、砂などを散布した
のち処理してください。
●塗料の付着した布やウエスなどは自然発火や引火の危険性がある
ため、廃棄するまで水につけておいてください。
●容器はつり上げないでください。止むを得ずつり上げるときには、

適切なつり具で垂直に持ち上げ、落下に充分注意してください（偏
荷重になると取っ手が外れ、落下する危険性があります）。

●取り扱い後は手洗いおよびうがいを充分に行なってください。
●目に入った場合は多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を
受けてください。

●誤って飲み込んだ場合はできるだけ早く医師の診察を受けてくだ
さい。

●材料が皮膚に付着し、痛みや外観変化があるときは医師の診察を
受けてください。

●蒸気やガスを吸い込んで気分が悪くなった場合は、空気の清浄な
場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受けてください。

●保管は必ずフタをし、直射日光の当たらない場所に保管してくだ
さい（水系塗料は凍結を避けてください）。

●子供の手の届かないところに保管してください。
●中身を使いきってから廃棄してください。また、廃液・汚泥など
は関係法規に基づき、自社で適正に処理するか、産業廃棄物処理
業者に委託して処理してください。

●詳細は警告ラベル、または安全データシート（SDS）をご参照く
ださい。

取り扱い上の注意事項
（よく読んでご使用ください）

プールの保守管理

●プールの掃除には柔らかいモップや
ゴム製の水切りを使用してくださ
い。硬い物を使用した場合、塗装面
を傷つけるため使用しないでくださ
い。
●プール面の汚れは市販の中性洗剤を
用いて洗浄後、充分に水洗いを行な
ってください。
●排水口は蓋を取り除いて、内部まで
清掃してください。清掃完了後、必
ず排水口の蓋を固定してください。
●塗装面が部分的に剥離している場合
は、サンドペーパーで剥離部の表面
を荒らした後、塗装面に適した塗料
で補修塗りを行なってください。

●プールクリーナーや水中掃除機
を使用する場合、塗装面に傷を
付けないようにしてください。

●プール内の異物は直ちに取り除
いてください。とくに鉄製品（ヘ
アピンなど）は早期に赤サビが
発生し、赤サビが塗装面に付着
した場合は除去しにくいため、
ご注意願います。

●排水口の蓋は定期的な清掃、な
らびに固定状況を点検してくだ
さい。

●遊泳プールの遊離残留塩素濃度は0.4～1.0ppmの
範囲で管理を行なってください。遊離残留塩素濃度
が高い状態で使用すると、早期に脱色や白亜化が生
じやすくなります。
●プール用殺菌消毒剤としては、次亜塩素酸カルシウ
ム系や次亜塩素酸ナトリウム系の殺菌消毒剤をおす
すめします。
●固形の殺菌消毒剤を直接投入した場合や溶解不充分
な状態で投入した場合は塗装面が白く変色したり、
剥離することがあります。固形の殺菌消毒剤を使用
する場合は事前に溶解させるか、プール用塩素自動
供給機などを使用してください（詳細は殺菌消毒剤
メーカーにお問い合わせください）。
●次亜塩素酸カルシウム系の殺菌消毒剤を使用する場
合、水が白濁したり、壁面に白い粉が付着する場合
があります。

❶開園に向けた管理 ❷開園中の管理 ❸開園中のプール水について
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